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～備えていますか？災害が起こる前に必要な準備～

第 1部
　基調講演「震災から暮らしを守る～地域での取組・防災対策に
ついて」では、危機管理アドバイザーの国崎 信江氏からお話を
うかがいました。講演を聴いた方からは「災害が起こった際の対
応が分かりやすかった」、「防災に関する知識をもっと知りたい、
町内会の他の人にも伝えたい」などのご意見がありました。今回
の講演を通じて、皆さんの防災に対する意識がより高まった様子
でした。

　２月 28 日（水）に中区福祉保健活動拠点なかふくで開催されました。本会会員の皆さんをはじめ、
民生委員、ボランティア登録者など約 50名の方々に参加していただきました。

第 2部
　大船渡市社会福祉協議会職員、伊藤 勉氏を講師として、「東日
本大震災における災害ボランティアセンター運営」について講演
いただきました。講演では、被災した当日の映像を見て、涙ぐん
でいた方もいらっしゃいました。震災から７年が経ち、大船渡市
の復興していく様子をうかがうことができました。大船渡市の取
組を中区の防災に活かすとともに、今後も中区と大船渡市のつな
がりを継続していきたいと思います。

　3 月 10 日（土）、桜木町駅周辺を会場に、東日本大震災復興
支援のための街頭募金を実施しました。震災後 7 年が経ち、皆さ
んの関心が薄れていないか危惧しましたが、39 団体 202 人のボ
ランティアが集まり、173,010 円の募金をお預かりしました。
　当日は、地域の方々に加えたくさんの学生が参加し、元気に協
力を呼びかけました。募金しながら、「私たちが忘れないように
しないとね」と声をかけてくれる方もいました。
　お預かりした募金は、東日本大震災の復興支援や地域福祉の活
動に役立てます。ご協力くださいました皆さま、ありがとうござ
いました。

参加者数202人 募金総額173,010円

なかくふれあい助成金は
①横浜市社協　基金
②横浜市社協　善意銀行
③中区「共同募金・
　　　 年末たすけあい配分金」
④中区社協「善意銀行」配分金
を財源としております。

対象団体 ①原則として中区内に活動拠点を置き、中区の地域福祉推進のために事業を行う市民活動団体
 ②原則として中区内に活動拠点を置き、中区の障害福祉推進のために事業を行う障害当事者及
 　び家族団体
受付期間 平成 30年 4月 11日（水）～ 4月 27日（金）、5月 7日（月）～ 5月 11日（金）
 ※新規立上事業区分　平成 30年 4月 2日（月）～ 12月 28日（金）
受付時間 期間中の月～土曜日　午前９時～午後５時まで（郵送・メール・FAX不可）
受付窓口 社福）横浜市中区社会福祉協議会（中区山下町 2　産業貿易センタービル 4階）
詳しくは 平成 30年度なかくふれあい助成金手引きをご覧ください
 手引き配布場所：横浜市中区社会福祉協議会、中区内地域ケアプラザ、なか区民活動センター
横浜市中区社会福祉協議会ホームページからダウンロードできます
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東日本大震災
復興支援街頭募金

　中区社会福祉協議会では、主に中区内で活動する福祉ボランティア団体や障害当事者団体
を応援する「なかく ふれあい助成金」制度を運営しています。
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 平均値（4点満点）
窓口対応の全体的な印象はいかがですか  3.7
職員に気軽に不満や要望を伝えられる雰囲気がありますか  3.6
窓口はプライバシーに配慮され話しやすく工夫されていましたか 3.6
職員の説明はわかりやすかったですか  3.7
職員はあなたの話を十分に伺い、誠実な対応をしていますか  3.7
職員はお待たせすることなくすぐに応対しましたか  3.7
職員の言葉遣いはいかがですか  3.7
職員の身だしなみはいかがですか  3.7
職員のあいさつはいかがですか  3.7

園児によるかわいらしい龍舞

社会福祉功労者顕彰 平成29年度 窓口満足度アンケート  結果報告
　平成 29年 11 月１日～ 30日の期間で実施しました窓
口満足度アンケートの結果をご報告いたします。これら
の結果をふまえ、今後もさらなるサービス向上に努めて
いきます。ご協力ありがとうございました。

区分
戸 別 募 金

実績額
5,900,568

街 頭 募 金 447,849
法 人 募 金 1,547,000
職 域 募 金 153,845
校 内 募 金 107,581
イベント募金 73,354
その他の募金 116,469
合　計 8,346,666

一般募金

区分
戸 別 募 金

実績額
2,103,127

その他の募金 4,000
合　計 2,107,127

年末たすけあい募金

募金総額

10,453,793円

中区社会福祉協議会の『賛助会員』に
なっていただけませんか
　中区社協を財源的に支えていただく「賛
助会員」になっていただけませんか。
　中区社協は「誰もが安心して自分らしく
暮らせる地域社会をみんなでつくりだす」
ことを理念として掲げ、中区が“より住み
やすいまち”になるように様々な取組を進
めています。
　「賛助会員」の皆さんから寄せられた貴重
な財源は、社協の事業に大切に活用させて
いただきます。
　皆さまのあたたかなご支援をよろしくお
願いします。
　賛助会費（年会費）
　  団体会員　1口　5,000 円以上
　  個人会員　1口　2,000 円以上
　お振込み先
　ゆうちょ銀行 029店  当座  0024804
ご連絡いただければ振込用紙をお送りいたします。

平成29年度
赤い羽根共同募金報告

（平成 30年２月末日現在）

　赤い羽根共同募金へのご協力
感謝申し上げます。お寄せいた
だいた募金は、さまざまな地域
の福祉活動に役立てられます。

地域で健康について考えるイベント地域で健康について考えるイベント
本牧宮原、本牧和田、和田山、本牧原の一部 上野町、柏葉、鷺山、竹之丸、立野、仲尾台、西之谷町、本牧緑ヶ丘、豆口台、妙香寺台、麦田町、

大和町、滝之上・山手町の一部

子育て世代と地域をつなぐ場づくり子育て世代と地域をつなぐ場づくり
　月１回、西之谷町内会館では、子育てサロン「西之
谷読み聞かせ会」が行われています。これは、「身近
な場所に小さな子どもと行かれる場所がほしい」「近
所の人と知り合う機会がなかなかない」等の声を受け
て、第３地区社会福祉協議会（以下、第３地区社協）
と西之谷町内会、麦田地域ケアプラザが共催していま
す。毎回、町内会福祉部の方による絵本の読み聞かせ
を中心に、親子で楽しめる１時間となっており、10
組前後の参加があるそうです。
　住民同士のつながり作りを大切にしている第３地区

社協では、このような子育てサロンを計３か所、主任
児童委員、民生委員児童委員、ボランティアが協力し
て実施しています。
　また、高齢になっても住みやすい地域づくりを目標
に、支え合い連絡会を中心としてちょっとした困りご
とをお互いに助け合える仕組み作りの検討も始まる
等、子育て世代から高齢者までみんなが暮らしやすい
地域づくりに取り組んでいます。
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むぎた子育てサロンの様子

●西之谷読み聞かせ会（西之谷町内会館）
　毎月第１水曜日 10：30～ 11：30（5月、1月は第 2週）

●むぎた子育てサロン（麦田地域ケアプラザ）
　毎月第４水曜日 10：00～ 12：00（12月のみ第 3週）

●仲尾台子育てサロン（仲尾台・豆口台・滝之上自治会館）
　毎月第２水曜日 10：30～ 12：00

中学生と民生委員によるスーパーボールすくい 健康の日イベントミニマラソンの様子中学生と民生委員によるスーパーボールすくい 健康の日イベントミニマラソンの様子

　第33回中区社会福祉大会＆中なかいいネ！
発表会が、2 月 19 日（月）横浜市開港記念
会館で開催されました。第１部は社会福祉功
労者顕彰、長年の地区社協活動やボランティ
ア活動、善意銀行への寄付等社会福祉の推進
に貢献された方々 20 人 10 団体が表彰されま
した。第２部では中区地域福祉保健計画「中
なかいいネ！」に関する取組の発表、第３部
では横浜中華保育園園児による龍舞が披露さ
れ、会場が明るい笑顔に包まれました。

りゅうまい

　新本牧地区では毎年3月に住民同士のコミュニケー
ションを深めることを目的として「健康の日」イベン
トを実施しています。昨年は初の試みとして、ミニマ
ラソン大会を実施しました。子どもを中心に街を盛り
上げる新本牧地区らしく、イベントの運営には地域住
民ほか、大鳥中学校の生徒たちが携わっています。

　その他本牧原地域ケアプラザと本牧ホームを会場と
して、骨密度測定、血圧測定、高齢者疑似体験、シニ
アカー試乗等が体験できます。このイベントは地域の
方にとって身近な場所で健康について考えるきっか
け、住民同士でつながるきっかけになっています。
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